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１ 計画の目的・根拠 
（１） 計画の目的 

町は、国民保護計画に係る事態発生時において、町として想定した事態の仮説に基 

づいて住民の避難要領等をあらかじめ見積り、対象となる各種事態における町の安全

体制の確立を図る。 

（２） 避難実施要領策定の根拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 避難実施要領策定の対象となる事態 
（１） 着上陸侵攻 

（２） 弾道ミサイル攻撃 

（３） ゲリラ・特殊部隊による攻撃 

（４） 航空攻撃 

    上記４事態から町の特性等を踏まえ、必要な事態に対して行動要領を計画 

 

３ 町の重要施設等 
町内各施設の特性としては、市街地に生活基盤等に直接影響する施設が複数存在すると

ともに、尻別川と喜茂別川の河川があることから多くの橋梁があり、交通・生活路として

橋の存在は重要となる。 

  

４ 武力攻撃事態の仮説 
  避難実施要領を定める事態ごとに設定（第６～７項参照） 

 

５ 避難実施要領に含める事項の基準（北海道国民保護計画 第３編第４章第２項第７） 

（１） 避難の経路、避難の手段、その他避難の方法に関する事項 

（２） 避難住民の誘導の実施方法、避難住民の誘導に係る関係職員の配置、その他避難住 

民の誘導に関する事項 

（３） 避難施設の名称、所在、連絡先など避難先地域の情報 

（４） 携行品、服装等住民に対する注意事項 

（５） その他避難の実施に必要な事項 

区 分 内 容（抜粋） 

国民保護法 

（平成３１．４） 

第６１条第１項 

 市町村長は、当該市町村の住民に対し避難の指示があったとき

は、その国民の保護の計画に定めるところにより、関係機関の意

見を聞いて、直ちに避難実施要領を定めなければならない。 

国民の保護に関す

る基本指針 

（平成２９．１２） 

第４章第１節第４項(1)  

 市町村は、関係機関と緊密な意見交換を行いつつ、消防庁が作

成するマニュアルを参考に、複数の避難実施要領のパターンをあ

らかじめ作成しておくよう努めるものとする。 

北海道 

国民保護計画 

（平成３０．６） 

 第３編第４章第２項第７避難実施要領(1)① 

 市町村長は、避難の指示の通知を受けた場合は、直ちに、知事、

道警察等関係機関の意見を聴きつつ、消防庁が作成するマニュア

ルを参考にして、あらかじめ作成した避難実施要領のパターンの

中から、的確かつ迅速に避難実施要領を策定するものとする。 
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６ 策定する事態の検討 
（１） 対象となる４事態の分析 

（２） 避難実施要領を計画すべき事態の整理 

  ア 町の特性上、公算の高い事態 

    （１）の見積から、弾道ミサイル及びゲリラ・特殊部隊の攻撃の順 

  イ 避難の時間がある場合とない場合について 

    基本的には時間のない場合を主体とし、時間に余裕がある要領は共通的に策定 

  ウ 時期について 

    弾道ミサイルについては昼夜問わず可能性があるが、ゲリラ攻撃については、行動

が隠蔽できない昼間の攻撃の公算は低いと考えられる。 

（３） 準備すべき避難行動要領 

  ア 事態の種類 

    弾道ミサイル攻撃（航空攻撃にも準用）、ゲリラ・特殊部隊の攻撃 

  イ 時間的尺度 

    避難の時間に余裕がない場合及び時間に余裕がある場合 

  ウ 準備すべき行動パターン 

（ア） 時間がないパターン⇒「パターン１」弾道ミサイル攻撃、「パターン２」ゲリラ・ 

特殊部隊の攻撃 

（イ） 時間があるパターン⇒「パターン３」１・２共通 

      合計３パターンの避難実施要領を計画 

区 分 
事態の事前予測 

の可能性 
突発事案の可能性 

避難に要する

時間的猶予 

事態発生

優先順位 

着上陸侵攻 

政局の悪化等による国

内外情勢及び国の情報等

から、数カ月以上前から

予測が可能 

「低い」 

現在の世界情勢下で

は、突発的な着上陸侵攻

は考えにくい。 

比較的ある。 ④ 

弾道ミサイル

攻撃 

着上陸侵攻を企図する

場合に発生することが予

想されるが、試験的な発

射は予測不可能 

「ある」 

特に、直接目標とされ

ない場合においても、国

近傍にミサイルが飛来す

る場合は、避難措置が必

要 

極めて少ない。 ① 

ゲリラ・特殊

部隊の攻撃 

基本的に、国内でゲリ

ラ等の攻撃がある場合

は、着上陸等の国内侵攻

が企図と見積もられる

が、狙いが不明な場合も

あるため、予測は困難 

「ある」 

国内での事案等を含

み、突然発生する可能性

は否定できない。 

ある程度時間が

ある場合と、極め

て少ない場合が考

えられる。 

② 

航空攻撃 

弾道ミサイル同様、着

上陸侵攻を企図とする場

合、また、制空権を超え

る行動については、事前

予測が可能 

「低い」 

着上陸侵攻と同様 
比較的ある。 ③ 
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７ 避難実施要領において仮説する想定 
＜前提＞相手側の意図は一概に特定できるものではなく、突発的に起きうる事態の仮説とし

て、ある程度妥当性のある条件を提示 

８ 避難実施要領 
（１） 突発的な事態発生時おける基本的な行動 

突発的な爆発発生 

（ゲリラ・弾道ミサイル） 

⇓                       ⇓ 

屋内にいる場合              屋外にいる場合 

（自宅・ショッピング施設等の施設内）      （車・徒歩・自転車等） 

⇓                      ⇓ 

「建物から出ない」         「近傍の堅ろうな建物に避難」 

（努めて窓ガラス等をテープ等で補強）   （学校・ショッピング施設等） 

⇓    ⇓    ⇓    ⇓    ⇓ 

建物避難以降は同一行動「動かない！」、特に情報収集に十分留意 

 

（２） 情報伝達について 

    国からは Jアラート、ＴＶ・ラジオ、町からはＩＰ告知端末・スマートホンアプリ(Ｊ 

Ｃ－Ｓｍａｒｔ)・広報車等で伝達 

 

（３） 細部避難実施要領 

① 突発的な弾道ミサイル攻撃時 「パターン 1」 
１ 弾道ミサイル攻撃時の仮説想定 

  Ｐ６別図「仮説の想定（弾道ミサイル着弾場所）」 

２ 避難実施要領 

  下表を基準とする。 

事 態 狙 い 
目標となりうる 

施設等 
仮説する想定 

弾道ミサイル 

攻撃事態 

①試験射撃 

 

②地域の占領 

目標とする地

域の指揮・統制

に係る機能等 

（通信施設、警

察、軍事施設が

ある場合は軍事

施設 等） 

②を仮説 

中山峠通信施設（喜茂別町字

川上）を目標としたと思われる

弾道ミサイルが、照準誤差によ

り中山峠スキー場の駐車場（喜

茂別町字川上３４５）に着弾し

た想定  ＊別図参照 

ゲリラ攻撃事態 

①地域の占領

に資する、地歩

の確立 

 

②報復・擾乱を

目的としたテ

ロ的行為 等 

・札幌を占拠す 

る際の妨害とな 

る施設等（通信 

施設等） 

・生活基盤に係 

る施設や著名な 

建造物等 

（農村環境改善 

センター等） 

②を仮説 

 農村環境改善センターが爆破

され、死傷者が発生する想定 

＊別図参照 
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時間 

（仮説） 

状 況 等 避 難 行 動 

発信元 発信先及び内容等 屋 内 屋 外 

事案発生 

０分 

以降加算 

国 

〇 全町民に対するＪアラート通報 

「弾道ミサイル発射情報、北海道の住民は 

速やかに建物内に避難して下さい。」 

〇 ＬＧＷＡＮ情報 

「弾道ミサイルの弾道は、北海道札幌市南

端に向け飛行中、２０分後には羊蹄山ろく

上空に到達が予想されます。道内、特に喜

茂別町付近の住民は全て、堅ろうな建物内

に避難して下さい。」 

ドア・窓

等を閉

め、努め

て建物等

の内側に

避難 

近くのｺﾝｸ

ﾘｰﾄ製の建

物に避難

（学校、ｼ

ｮｯﾋﾟﾝｸﾞ施

設等） 

＋ 

２分 
町 

〇 全町民 ⇒ ＩＰ告知端末、スマートホン 

  アプリ(ＪＣ－Ｓｍａｒｔ)(以下ＩＰ等) 

〇 内容 「弾道ミサイルが発射、１８分後に

は喜茂別町上空に到着、速やかに建物内に

避難して下さい。」 ＊並行的に対策本部を

開設 

＋２０分 複数  中山スキー場の駐車場に着弾 

＋２５分 

警察 

 警察官が現場に急行 被害状況等の確認 

＋ 

３５分 

〇 現場の状況報告 

「人・建造物等の被害なし。駐車場の地 

面が半径１０ｍほど陥没」 

＋ 

３８分 

町 

〇 道に報告・確認・依頼 

・ 報告 被害状況 

・ 確認 本事態の認識及び今後の事態予測 

・ 依頼 テレビ・ラジオによる情報提供 

＋ 

４０分 

〇 町民への情報提供 ⇒ＩＰ等  

「先ほどのミサイルによる被害はありませ 

んが、今後の事態の予測を確認中ですので、 

安全が確認されるまで、建物内の避難を継 

続してください。」 

〇 警戒区域設定 着弾点周囲半径 500ｍ以内 

＋ 

７０分 

国 

（道） 

〇 全町民に対するＪアラート通報  

「避難解除、安全が確認されました。」 
避 難 解 除 

＋ 

７２分 
町 

〇 町民への伝達 ⇒ＩＰ等、広報車「避難解

除、安全が確認されました。」 

備 考 
・ 事案発生当初は、その場近くで、努めてコンクリート製の堅ろうな建物に避難 

・ 時間に余裕がある場合の避難区分は、別紙１「避難区分」別紙２「避難エリア」参照 

避
難
を
継
続
（
建
物
内
） 



-6- 

別 図 

「仮説の想定（弾道ミサイル着弾場所）」 

 

 
 

 

 

 

 

 

② 突発的なゲリラ・特殊部隊の攻撃時 「パターン２」 
１ ゲリラ事態の仮説想定 

  Ｐ８別図「仮説の想定（ゲリラ・特殊部隊の攻撃）」 

 

 

 

 

©OpenStreetMap contributors 



-7- 

２ 避難実施要領 

  下表を基準とする。 

 

時間 

（仮説） 

状 況 等 避 難 行 動 

発信元 発信先及び内容等 屋 内 屋 外 

事案発生 

０分 

以降加算 

町民 

〇 役場担当電話受「農村環境改善センターの

建物が爆発してます。 

人・建物等の細部被害は不明ですが、今は 

建物が燃えています。あと、武装した１～２ 

名の人が川の方に走っていきました。」 

ドア・窓

等を閉

め、努め

て建物等

の内側に

避難 

近くのｺﾝｸ

ﾘｰﾄ製の建

物に避難

（学校、ｼ

ｮｯﾋﾟﾝｸﾞ施

設等） 

＋ 

２分 
町 

〇 町民 ⇒ＩＰ等 

「農村環境改善センターが何者かに爆破さ 

れました。ゲリラ・テロの可能性があるので、 

町内にいる人は全て自宅又は堅ろうな建物内 

に避難し、指示があるまで出ないでくださ 

い。」  

＊ 並行的に対策本部を開設 

〇 消防・警察「患者の搬送、消火活動及び警 

察の警護行動を要請」 

〇 道「状況の報告及び自衛隊の出動を要請」 

＋ 

５分 
国 

〇 全国 Ｊアラート発信 

・ ゲリラの該当対象国の絞り込み等を実施 

＋ 

１０分 
町 

〇 町民 ⇒ＩＰ等 

現在の情報を提供「本日△時頃の農村環境 

改善センターの爆発に伴い、現在、自衛隊 

を要請し、町内の安全化行動を実施します。 

安全が確認されるまでの間は、絶対に建物か 

ら出ないで下さい。また、テレビ・ラジオか 

らの情報収集に努めて下さい。」 

〇 警戒区域の設定 農村環境改善センターを 

中心に、半径 500ｍ以内を警戒区域として 

設定 

＋ 

４０分 

自衛隊 〇 自衛隊の連絡幹部が役場に到着 

町 〇 武装グループの捜索・町内の安全化を依頼 

＋９０分 自衛隊 〇 主力到着 捜索及び東西南北に警戒員配置 

＋120 分 警 察 〇 武装した不審者１名を捕獲 

＋125 分 自衛隊 〇 武装した不審者１名を捕獲 

＋130 分 町 〇 道に報告（出身国・名前・年齢 等）  
 

＋140 分 国 〇 本国から２名以外の侵入はないことを確認 

国・道・町 避難解除 避難解除 

備 考 
・ 事案発生当初は、その場近くで、努めてコンクリート製の堅ろうな建物に避難 

・ 時間に余裕がある場合の避難区分は、別紙１「避難区分」を参照 

避
難
を
継
続
（
建
物
内
） 
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別 図 

「仮説の想定（ゲリラ・特殊部隊の攻撃）」 

 

 

 

 

 

 

③ 避難に時間的余裕がある事態の仮説 
１ 考えられる事態の様相 

（１） その１ 

    国・北海道に対する攻撃（着上陸・弾道・ゲリラ・航空）において、喜茂別町が主

対象ではない場合 

（２） その２ 

    町を占拠した場合の戦略的な価値（国道２３０号線と国道２７６号線の交点を保有）

により、中山峠方向から札幌市への着上陸の可能性がある場合 

 

 

©OpenStreetMap contributors 
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２ 作成する計画 

（１） その１を作成 

    町内住民の居住地を基本として、近傍の堅ろうな避難施設への避難要領を整理 

（２） その２の避難要領については、当時の状況と国の方向性から現行計画を応用 

 

３ 避難実施要領作成に係る前提 

（１） 計画は、「避難実施要領（共通）」とし、「パターン３」とする。 

（２） 想定は、下図「避難実施要領（共通）計画時における事態の仮説」で設定 

（３） 町民及び町内所在者は、町内施設に避難することを基本とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 避難実施要領（共通） 「パターン３」 
１ 前 提 

  ③の事態の仮説に基づき、時間的な余裕があり、かつ、長期に及ばない設定 

 

 

 

【避難実施要領（共通）計画時における事態の仮説】 
１ 国の見積（攻撃対象は日本だが、当初の侵攻地域が北海道となっている場合） 
  国（道からの連絡）の事態予測が、①稚内②釧路③苫小牧④石狩から侵攻の可能性が大 
２ 国（道）から、国民保護に係る対策本部の設置について、北海道内全市町村を指定する 
 通知を受ける。 
３ 道からの指示 
 (1) 喜茂別町は対策本部を設置し、住民は、町内の堅ろうな建物等に避難するよう準備 
 (2) 避難開始・完了時期 本指示伝達から３週間後に開始し、プラス３日後には完了 
 (3) 避難終了時期 不明とするも、一時帰宅等の可否も含めて逐次情報提供 

① 

② 

③ 

④ 
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２ 避難実施要領 

  下表を基準とする。 

 

 

時間 

（仮説） 

状 況 等 
住民行動の一例 

発信元 発信先及び内容等 

道からの

指示受日 
道 

〇 役場担当受 

〇 避難準備に関する指示 

  本指示伝達から３週間後に避難を開始 

 

道からの

指示受後 

町 

〇 全町民 ⇒ＩＰ告知端末、ＪＣ－Ｓｍａｒ

ｔ、広報車等で、道からの指示事項を伝達 

〇 連絡事項の把握 

と共有及び避難準 

備 

避難開始 

２週間前 

〇 全町民に対し 

  避難場所及び移動要領等について伝達 

〇 別紙１「避難区分（基準）」 

〇 別紙２「避難に関する連絡事項」 

〇 伝達要領 日本郵便に協力依頼及びＦＡＸ 

 ・住宅は全戸配布 

 ・旅館等 客室分の枚数を配布 

〇 避難要領の確認 

〇 近隣者等の自力 

避難困難者情報等 

について、町への提 

供 

避難開始 

前日及び 

当日 

〇 全町民に対し 

〇 伝達手段 ⇒ＩＰ告知端末、ＪＣ－Ｓｍａ

ｒｔ、広報車 

〇 伝達内容 

  「町民の皆さん、（明日・本日）午前△時か 

ら避難を開始してください。時間の余裕はあ 

りますので、落ち着いて、安全優先で行動し 

てください。避難所に到着したら、各場所の 

担当者の指示を受けて下さい。バス利用者は、 

事前連絡の通り運行します。」 

〇 バスの利用者について 

  資料「バス運行計画」に基づき運行 

〇 避難開始 

〇 バス利用による 

移動も開始 

〇 近隣者の孤立者 

情報の提供 

〇 不審者や不審物、 

また、上空、海上に 

おける不審な目撃 

情報の提供 

〇 町民の避難状況の確認及び道へ状況報告 

  各避難所への避難者情報等と対策本部は情 

報を共有し、避難できない住民に対応 

解除通知 道 〇 町担当者が解除時期の通知を受ける。  

避難解除 

２日前及

び前日 

町 

〇 各避難所本部⇒避難住民へ伝達 

  「△月△日△時をもって、避難を解除しま 

すので、各人計画で帰宅をお願いします。 

バス利用者は計画に基づき運行します。」 

〇 帰宅準備 

〇 配当バスの確認 

〇 資料 

「バス運行計画」 

避難解除

当日 

〇 全町民へ伝達⇒ＩＰ告知端末、ＪＣ－Ｓｍ

ａｒｔ、広報車 

「△時をもって避難を解除します。安全に 

帰宅をお願いします。」  

〇 帰宅開始 
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別紙１ 

避難区分（基準） 

その１ 避難施設収容地域一覧（基準） 

その２ 避難行動要支援者優先の避難施設・地域一覧 

 

その１ 避難施設収容地域一覧（基準） 
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その２ 避難行動要支援者優先の避難施設・地域一覧 
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別紙２ 

避難に関する連絡事項 

連番 項 目 連 絡 内 容 

１ 避難要領について 

〇 基本的には、家族及び個人計画により移動をお願いします。 

〇 移動手段は、原則として徒歩を推奨しますが、遠距離な方や徒

歩移動が困難な方などは、自家用車で移動願います。 

この際、それぞれの避難施設のグラウンド等の奥から順次駐車      

をお願いします。施設内の駐車地域に駐車できない場合は、避難 

施設近傍で、車両の通行の妨げにならないよう駐車をお願いしま 

す。 

〇 移動手段がなく、かつ、避難施設まで遠い住民の避難時及び帰

宅時（一時帰宅含む。）の移動については、輸送バスによるシャ

トル便を運行しますので活用してください。 

〇 資料「バス運行計画」 

２ 避難期間について 

＊ １週間（７日間）として仮説  

本仮説期間以上の日数の場合は、避難所の生活環境を改善して

いきます。 

３ 
基本的な避難所生活

要領について 

＊ 各避難所の本部要員の統制に従うよう協力をお願いします。 

〇 食事について 

最低１週間程度の飲食物は、各人・各家庭で準備してください。 

（長期滞在の可能性を踏まえ、４日目以降の飲食物は応援物資 

を要請しますが、輸送が遅れる可能性も高いので、できる限り準 

備をお願いします。） 

〇 避難所内の各人のスペースについて 

・ 一人分のスペース表示枠（２～４㎡）内での生活をしてくだ

さい。 

＊ 表示枠は、各避難所に１０枠基準に作成 

・ 要介護者や健康管理上、簡易ベッドが必要なかたは、各施設 

の本部要員に申し出て下さい。 

〇 入浴について 

喜茂別中学校シャワールーム及びふれあい福祉センター浴場

を使用 

〇 一時帰宅（入浴）について 

国（道）の情報に基づき、一時帰宅が許可された場合、各人・ 

各家族計画及びバスを利用して行動してください。 

この際、許可された期間の範囲内で入浴をお願いします。 

〇 起床 午前６時 消灯 午後１０時を基本とします。 

〇 避難所からの外出について 

・ 避難期間内については、安全確保のため、各避難施設（自宅

等避難者含む。）は外出できません。 

・ 国民保護活動従事者は必要最小限の範囲で実施可能ですが、 

この際、国民保護標章の腕章を確実に装着してください。 
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連番 項 目 連 絡 内 容 

４ 
避難時の服装・携行

品について 

〇 個人の携行品について 

 ・ 携行品の携行要領 

   努めてコンパクトな入物を使用するようお願いします。 

（避難施設内の居住スペース確保を考慮） 

 ・ 携行品（一例） ＊飲食物は第３項を参照 

   衣類（着替え）、懐中電灯（予備電池）、携帯電話（充電器）、 

ｲﾔﾎｰﾝ、携帯ラジオ（予備電池）、貴重品（通帳、印鑑、ｷｬｯｼｭ 

ｶｰﾄﾞ、保険証、運転免許証等）、衛生用品、救急医療品、常備 

薬、防寒具、手袋（作業・防寒）、使い捨て用品（皿・コップ 

など）、ｻﾗﾝﾗｯﾌﾟ、割り箸、ｽﾌﾟｰﾝ、油性ペン、布製ガムテープ  

等 

〇 家庭における備蓄品の携行一例 

  カセットコンロ（予備ボンベ）、飲料水用ポリタンク など 

〇 就寝するために必要な物 

 ・ 敷物 タオルケット・シーツ等 

（薄手の銀レスキューシート・ブルーシートは遠慮願います。） 

＊ スポンジ製の段マットは使用可能です。 

・ 夏季 薄手の毛布 など 

・ 冬季 厚手の毛布 など 
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資 料 

 ⑤バス運行計画 
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⑥各避難施設における職員担任区分（案） 
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９ 避難施設一覧表 
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避難実施要領 

＜令和 5 年（2023）10 月策定＞ 

 

 

 

 


